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（１）原⼦炉格納容器の過圧破損を防⽌するための対策
• 設置許可基準規則第五⼗条，同規則解釈 第５０条
• 技術基準規則 第六⼗五条，同規則解釈 第６５条
• SA技術的能⼒審査基準 １．７（⼿順）
• 有効性評価に係る審査ガイド３．２．３（主要解析条件）

（２）使⽤済燃料貯蔵槽から発⽣する⽔蒸気による悪影響を防⽌するための対策
• SA技術的能⼒審査基準 １．１１（⼿順）

（３）原⼦炉制御室の居住性を確保するための対策
• 設置許可基準規則第五⼗九条，同規則解釈第５９条
• 技術基準規則 第七⼗四条，同規則解釈第７４条

 平成29年10⽉４⽇の第41回原⼦⼒規制委員会において，柏崎刈⽻６，７号炉の適合性審査において得
られた技術的知⾒を踏まえた追加の規制要求として，以下の３点について，設置許可基準規則等に反映する
事が了承された。その後，平成29年11⽉29⽇の第52回原⼦⼒規制委員会にて，以下に⽰す設置許可基
準規則等の改正が決定され，平成29年12⽉14⽇設置許可基準規則等が施⾏された。

このうち（１）の設置変更許可に関する規則等の改正内容について，規則等の要求に適合することを
次⾴で説明する。
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令和５年２⽉28⽇
第1118回審査会合にて
説明済み。

令和５年４⽉13⽇
第1135回審査会合にて
説明済み。
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○設置許可基準規則第五⼗条，同規則解釈第５０条の改正に対する検討
改正前 改正後 検討

設
置
許
可
基
準
規
則

（原子炉格納容器の過圧破損を防止するための
設備）
第五十条

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損傷が
発生した場合において原子炉格納容器の破損を
防止するため、原子炉格納容器内の圧力及び温
度を低下させるために必要な設備を設けなけれ
ばならない。
［項を加える。］

［項を加える。］

（同左）

第五十条

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損傷が発生した場合において原
子炉格納容器の過圧による破損を防止するため、原子炉格納容器バウン
ダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるため
に必要な設備を設けなければならない。

２ 発電用原子炉施設（原子炉格納容器の構造上、炉心の著しい損傷が
発生した場合において短時間のうちに原子炉格納容器の過圧による破損
が発生するおそれがあるものに限る。）には、前項の設備に加えて、原
子炉格納容器内の圧力を大気中に逃がすために必要な設備を設けなけれ
ばならない。
３ （省略）

第五十条第１項の改正については，
同規則解釈第５０条第１項a）にお

いて格納容器代替循環冷却系又は格
納容器再循環ユニットの設置を求め
るものであり，格納容器再循環ユ
ニットの設置要求は改正前から変更
はなく，泊３号炉は，当該設備を設
置する設計としている。

また，第五十条第２項については，
泊３号炉はアイスコンデンサ型格納
容器ではないことから，考慮不要で
ある。

改正された規制要求に対し、適合性
を満足することを確認した。

設
置
許
可
基
準
規
則
解
釈

第５０条

１ 第５０条に規定する「原子炉格納容器内の
圧力及び温度を低下させるために必要な設備」
とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上
の効果を有する措置を行うための設備をいう。
a）格納容器逃し装置又は格納容器再循環ユニッ
トを設置すること。
ｂ）～ⅸ）（省略）

（新設）

（新設）

第５０条

１ 第１項に規定する「原子炉格納容器バウンダリを維持」とは、限界
圧力及び限界温度において評価される原子炉格納容器の漏えい率を超え
ることなく、原子炉格納容器内の放射性物質を閉じ込めておくことをい
い、「原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧
力及び温度を低下させるために必要な設備」とは、以下に掲げる措置又
はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための設備をいう。
a）格納容器代替循環冷却系又は格納容器再循環ユニットを設置するこ
と。

２ 第２項に規定する「原子炉格納容器の構造上、炉心の著しい損傷が
発生した場合において短時間のうちに原子炉格納容器の過圧による破損
が発生するおそれがあるもの」とは、原子炉格納容器の容積が小さく炉
心損傷後の事象進展が速い発電用原子炉施設であるBWR及びアイスコン
デンサ型格納容器を有するPWRをいう。
３・４（省略）

以上より，設置変更許可に関する規則等の改正内容について，規則等の要求に適合することを確認した。


